
甲賀消防ニュース みんなの交通安全
（甲賀警察署）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 20件 1557件 28件 186件
前年比 -12件 129件 -4件 91件

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

熱中症にご用心　

　気象庁の発表によると、今年の夏は平年より平均気温
が高くなると予想されています。この夏を元気で快適に過
ごすためにも、次の熱中症対策を行いましょう。
▼�室温をこまめに確認し、２８度より暑くならないように�
する
▼我慢せず、エアコンや扇風機を上手に活用する
▼のどが渇かなくても、こまめに水分補給をする
▼日よけ対策をしっかりして、無理せず休憩をとる

こんなときはすぐに救急車を！
▼自分で水が飲めない。
▼脱力感や倦怠感が強く、動けない。
▼意識がない。
▼全身のけいれんがある。

夏期における交通事故防止
●飲酒運転は絶対禁止
　車で外出したにもかかわらず「帰るまでに酔いは覚
めるだろう」と甘く考え、飲酒運転をすると取り返しが
つかないことになります。
�・飲んだら乗らない
�・深酒、深夜までの飲酒は翌朝乗らない
を守り飲酒運転は絶対にやめましょう。
●子どもと高齢者の交通事故防止
　学校や公園、住宅街など、高齢者や子どもと出会う
頻度が高い場所を通行するときは、スピードを控え、
危険予測をしっかり行って慎重に運転してください。
●全席シートベルト着用の徹底
　シートベルト非着用時の致死率は着用時の約 14.5 倍
にもなります。（警察庁調べ）
　同乗者を守るのはドライバーの責務です。運転を開
始する前には、後部座席も含め全員にシートベルトを
着用させてください。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 5月中

発生件数 ９７件 １１３件 －１６件 ２０件
死者数 ２人 １人 ＋１人 ０人
負傷者数 １２３人 １３２人 －９人 ２３人

（平成30年5月末現在）
（平成30年5月末現在）

●問い合わせ●甲賀広域行政組合　消防本部　通信指令課
☎62-0119　Ｆax62-3666　 fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

●問い合わせ●生活環境課　防犯交通対策係　
☎69-2143　Ｆax63-4582
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築
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催
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滋
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あ
り
、

室
内
で
は
占
い
、
エ
ス
テ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
雑
貨
、

食
品
、
洋
服
の
販
売
な
ど
20
店
以
上
の
ブ
ー
ス

が
出
店
し
、
地
元
の
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

あ
り
ま
し
た
。
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が
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。
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催
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。

地
域
と
の
交
流
や
人
と
人
の
つ
な
が
り
、

古
民
家
な
ら
で
は
の
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る

　
主
催
の
滋
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催
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い
て
み
ま
し
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座
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近
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て
る
、
昔
か
ら
の
建
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も
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主
催
者
の
思
い
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
通
じ
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“
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こ
り
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る
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。
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6
月
8
日
に
市
内
の
古
民
家
で
『
ほ
っ
こ
り
古
民
家
マ
ル
シ
ェ
』
が
開
催
さ
れ
、
私
も
出
店
者
と
し
て

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
マ
ル
シ
ェ
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▲マルシェの会場となった古民家

▲滋賀県の歌手に
　よるライブの様子▶

▲交流を楽しむ出店者と来場者
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